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京こそ心の故郷　大東亞文學者交々語る
（京都支 (し)局 (きく)はつ）共 (けう)榮 (えい)圏 (けん)を文 (ぶん)學で結ぶわれらの使節 (せつ)、大東亞 (あ)文 (ぶん)学者朝鮮 (せん)代 (だい)表香山光郎先生ら三十人の一行は十二日九時五十三分けう都えき着[、]奈 (な)良電 (でん)にて入らく[、]今を盛 (さか)りのにしきつゞる京 (けう)の秋 (あき)にあこがれの胸をどらせつつ[footnoteRef:2][、]文 (ぶん)學報 (ほう)國會 (くわい)事務局長久米正雄氏以下の作 (さく)家や情 (ぜう)報 (ほう)局 (きく)第三課 (くわ)長小泉市郎氏の付 (つき)そひでホームに降り立つた。 [2:  京都駅着[の]奈良電にて入洛、今[が]盛りの錦綴る京の秋にあこがれの胸躍らせつつ、] 

　えき頭 (とう)にはけう都 (と)在 (ざい)住 (じう)作 (さく)家を代 (だい)へうし楠田敏郎、木村哲 (てつ)二、高谷 (たに)伸 (しん)はじめ吉永 (なが)商 (せう)議 (ぎ)所事 (じ)務 (む)部 (ぶ)長、中村市文 (ぶん)化 (くわ)課 (くわ)長のほか[、]先んじて前夜 (や)入らくの滿 (まん)洲 (しう)國代 (だい)へうバイコフ氏夫さいと令嬢 (ぜう)も
姿 (すがた)をみせる[。]かくて伊 (い)藤 (とう)市觀光課長の案内でえき後から市提 (てい)供のバス二台 (だい)に分乗[、]まづけう都御所に至 (いた)り敬虔な面持ちで所 (しよ)内を拜 (はい)觀 (くわん)、一千百年の皇城 (ぜう)のむかしをしのんだ[。]それより一行はいつたん都ホテルに入り行程 (てい)のつかれをいやす暇もなく各 (かく)自 (じ)が思 (おも)ひ思ひに二條 (ぜう)城の拜 (はい)觀 (くわん)、平安神宮、西本願寺を參拜 (はい)、また博物 (はくぶつ)かんの參觀 (くわん)、美しいけうの街 (まち)を見物 (ぶつ)に半 (はん)日を送 (おく)り、錦繍のけうに一夜 (や)の夢 (ゆめ)をむすんだ[。]こうていの最終をけうで送った文 (ぶん)人たちへ古 (こ)とうは[footnoteRef:3]いかなる印 (いん)象 (せう)を與 (あた)へたか[、]宿舎に歸つてかたる感想を聞いて見よう。 [3:  行程の最終を京で送った文人たちへ古都は～] 

　香山光郎氏
東洋 (よう)文 (ぶん)化を育成 (いくせい)し世 (せ)かい文 (ぶん)化を抱擁 (ほうよう)する日本文 (ぶん)化創造 (そうぞう)の基 (き)底 (てい)となつた日本 (ほん)の古 (こ)都京都へのあこがれは畢世 (せい)の願ひであつたのだが[、]いまその希 (き)望 (ぼう)を滿 (み)たされることが出來た。古 (こ)との總てが日本文 (ぶん)化の根 (こん)源 (げん)として華 (はな)やかな流 (なが)れとなり今東亞 (あ)文 (ぶん)化の□を□び世 (せ)かい文 (ぶん)化を抱ようしてゐる[。]わが共 (けう)榮圏 (けん)の文 (ぶん)化 (くわ)は日本文 (ぶん)化を基調とした新文 (ぶん)化の創造 (そうぞう)にあるが[、]そのために京の一木一草にも多 (た)大の□心をもつてひとみをこらし深 (ふか)い理 (り)想 (そう)と憧憬をもたねばならない。
